わたくし まのあたり かね 

これ は 小生の 父が、 眼前に 見届けた と は 申し 兼る が、 

直接に その 本人から 聞 取った 一 種の 怪談で 今 はむかし 

おましり し 

文久の 頃の 事。 その 思 召 〔# ルビの 「おぼしめし」 は 底 

本で は 「その おぼしめし 匕 で 御覧 を 願う。 その 頃、 麴町 

霞ヶ関に 江 原 桂 助と いう 旗下 (これ は 漢学に 達して、 

後に は 御 目附に 出身した 人) が 住んで いた。 その t 妹 

やしき 

は 五 年 以前、 飯 田 町に 邸 を 構えて いる 同じ 旗下で 何 

某 隼 人 (この 家 は 今 も 残って いるから、 姓 だけ は 憚る) 

ちと 

という 人の 許へ 縁付き、 児まで 儲けて 睦 じく 暮らして 

いたが、 ある 日 だしぬけに 実家へ 尋ねて 来て、 どうか 

離縁 を 申し込んで くれと 云う。 兄 も 驚いて、 これが 昨 



昨夜で モウ 十日 も 続く ので ございま すから、 とても 我 

慢も 辛抱 もで きません。 その 蒼 ざめ た 顔 その 悲しそう 

な 声、 今 も 眼に 着いて 耳に ついて、 思い出しても 悚然 

-さ る 

とします —— と声顫 わせて 物語る。 

兄 は 武士、 斯 くと 聞く より 冷笑って、 お前 も 武士の 

女房で ないか、 幽霊の 変化のと 云う 物が 斯世 にあろう 

と 思う か 、 馬鹿 も 好 加減に し ろ と 頭.》 J なしに 叱り付け 

たが 妹 は 中々 承知せ ず、 何う あっても 彼の 邸に は 居ら 

けしき もてあま 

れ ませぬ と 思い入つ たる 気色に、 兄 も 殆ど 持 余して、 

これに は 何 か 仔細が あろう、 妹の 片言ば かりで は 証に 

ならぬ から、 兎 も かく も 一応 先方へ 問合せた 上、 また 



仕って いる 下女下男 など を 呼出して、 何 か 心 当りの 事 

でもない か、 その 以前に 邸内で 変死した 者で も あるか 

と 吟味した が、 何れも 顔 を 見合せ るば かりで 返答が な 

ぬれ 

い。 しかし その 女が 湿しお たれて 居る と 云う の を 見れ 

ば、 或は 水死した 者で は あるまい か、 とてもの 事に 池 

を 探して 見ろ と 隼 人が 云う。 

何 さま 斯の 邸に は 大きな 池が あって、 水の 淀んで 碧 

ところ 

黒い 処には 水草が 一面に 漂って いて、 夏に なれば 蛇 

やもり こと 

や 蛙 宮守 〔# 「宮守」 は ママ〕 の 棲 家と なる、 殊に この 

池 は 中々 底 深いと 聞く から、 或は この 水中に 何物 か 沈 

力 レぼリ 

んで いるので は あるまい か、 物 は 試しで 一 応 その 搔堀 



しくお 住 その 者の 幽魂が 迷って 出た に 相違ない。 数う 

ことし 

れば 当年 は 恰も その 五十 回忌に 相当す ると、 隠居 は懺 

愧と 恐怖に 顔色 を 変えて 了った。 

隠居 一人が 胸に 秘めて、 五十 年来 誰に も洩 さなかつ 

た 秘密が、 ここに 初めて 露見した ので、 孫の 隼 人 を 初 

め 江 原 も繂の 不思議に 驚いて、 この 上 は 唯 f 図に 噓だ 

とか 馬鹿馬鹿しい とかお 消して 了う 訳に は往 かぬ。 殊 

に 当年が 五十 回忌に 相当 するとい う もい よいよ 不思議 

と、 何れも 奇異の 感に 打れ て、 兎も角も そのお 住の 

とく だつじよ うぶつ 

得 脱 成仏す るよう に、 仏事 供養 を 営む が 可かろう と 

ねんごろ 

いう 事に 一 決して、 一 同 その 墓所へ 参詣し、 懇切に 回 
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